
裏面もご覧下さい→

確定申告の勉強会、計算会がスタート 

会員同士の知恵を持ち寄って乗り切ろう 
  

 確定申告のための勉強会、計算会がスタートしています。今年度は2014年４月から消費税率が８％に上がったため、計算は少し

複雑になっています。会員外の方でも悩んでいる中小業者がいたら誘いあって計算会、相談会にお越しください。 

 北大島支部では21日に6人の会員が集まって勉強会をしました。最初に全商連製作の民商活動紹介のDVDを鑑賞。「まとまってい

て良くできているね」と感想が出されました。その後、自主計算パンフを読み合わせし、消費税増税の背景や中小業者への課税強

化の動きを学び、最近の商売の話に発展しました。「国はこんなに借金があるのに何でまた借金するのかね」「消費税を上げるとい

うことは戦争の支度でもしているのかしら」、「どうしてみんなこんなにお金を使わなくなっているのかな」「名目賃金が上がっても実質

賃金が17か月連続下がっているから、やっぱり買い控えじゃないのかね」などと意見交換をしました。最後に確定申告書Bの書き方

を森外事務局員が説明し、次回の計算会までに準備を進めようと話し合いました。 

 集まって話し合い、相談しあって解決するのが民商の良いところです。勉強会の中から今の経営環境や行政の動きを知ることが

でき、ふとした一言から改善のきっかけを得ることもあります。事務局員との個別解決に終わらせず、会員同士の知恵を持ち寄って

確定申告の時期を乗り切っていきましょう。 
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映画チケット販売のお知らせ 
  

  
 全国商工新聞（2/2付）で紹介された映画「山

本慈昭 望郷の鐘～満蒙開拓団の落日～」の

チケットを扱っています。監督の山田火砂子さ

んは新宿民商の会員です。当日券１８００円の

ところ、民商会員には特別価格１０００円で提

供します。問い合わせは事務局まで。 
  

会場 

江東区総合区民センター 

            レクホール 

開演日時 

 3月27日(金) 14：00 

 4月1日（水） 14：00 

 5月1日（金） 14：00 

（各回で山田監督の挨拶あり） 
 

～2/22（土）第1回目上映を見ての感想～ 

扇支部 正木 毅 さん 
 

映画「望郷の鐘」を観て 
 

 私は北朝鮮からの引揚者です。父が死に、

母が五人の子供を抱えて内地に引き揚げる時、

現地（朝鮮）のオモニ（おばさん）が一番幼い私

を「置いていけ」と言ってくれたのを、母が振り

きって苦労をして日本に帰ってきた話を思い出

しました。 

 日本人は「被害者でもあり加害者でもあった」

という映画の語り、満州開拓団と残留孤児の

人達の事を思うにつけ、私にとって身にしみる

映画でした。 

2/17 税民協 学習決起集会開催！ 

学習内容を活かし、「3.13重税反対江東区民

集会」の成功を！！ 
  

 2/17（火）19：00から東京土建江東支部の会議室にて、江東税制

民主化協議会（税民協）主催、「3.13重税反対江東区民集会の成功

をめざして 2.17 学習決起集会」が行われました。江東民商からは

24名の参加、全体では35名の参加となりました。 

 江東民商要求運動部・部長・檜山勝征さんの開会あいさつの後、

上原譲会長の主催者あいさつでは「3.13重税反対江東区民集会成

功のため、この集会で今の税制のゆがみをしっかり学ぶことが重

要」と、集会の意義を確認しました。 

 その後、立正大学法学部客員教授・税理士の浦野広明さんを講

師に、講義を行いました。講義内容は、2015年度の国家予算の問

題点や、消費税の歴史・増税中止運動の重要性、「倉敷民商事件」

における民商弾圧への反対運動の必要性など、多岐にわたりまし

た。 

 参加した会員さんからは「講義内容が分かりやすく、タメになった」

という感想もありました。 

 講義後、江東民商の森外事務局次長が「国民本位の税制の確立

のため、3.13重税反対江東区民集会を大勢の参加で成功させま

しょう」と行動提起を行いました。最後は檜山さんが「3.13の集会は、

集団申告をするためだけに行うわけではない。 

私たち納税者の要求を政治に届ける 

ための集会なので、申告しない人も 

参加して欲しい」という訴えで締め 

くくりました。 

 
 



☆会員さんのお仕事拝見ｖｏｌ．8☆  

                             接合部材製造販売   ティムズ販売（大島７丁目）  溝部五月社長（64歳）  
 

                   ゆるまないネジで特許取得   50歳から新分野に挑戦 
 

  

    
  

  

☆会員さんのお仕事拝見vol．7☆ 
ホームページ制作・印刷物作成・ＷＥＢコンサルタント  雅ホールディングス（大島１丁目） 小野寺宏和社長（29際） 

  

 最新知識はお客さんのため インターネットも人の繋がりで 

  
  
  

  

 「夢は日本中に雅ホールディングスの名を轟（とどろ）かすこと」。そう語ってくれた小野寺さんは、3年前に法人を立ち上げ

た。 

 学生時代からインターネットが趣味で、いつかはＩＴ関係の仕事がしたいという思いがあった。その希望を叶えるため、ビジ

ネススクールで一からＩＴの技術を学び、小さなホームページ（ＨＰ）制作会社に就職。そこで感じた「もっとお客さんに喜んで

もらえるＨＰが作りたい」という気持ちが法人立ち上げの基になった。 

 ＨＰはコンピュータに動作指令を出すための「プログラミング言語」という特殊な言語を組み合わせて制作する。同業他社

が増え続けるＩＴ業界で生き残るには、日々新しくなるプログラミング言語を習得することが欠かせない。現在は10種類以上

のプログラミング言語を駆使している。「仕事が好きだから覚えるのに苦労は無い。お客さんの喜ぶ顔を見るのがやりがい」。

大手と対抗するには値段を下げるしか無いという辛い面もあるが、「安くても次に繋がるいい仕事」をモットーに仕事に励ん

でいる。 

 ずばり民商に期待することは「人の輪の広がり」だ。情報はまさにネット（網）の如く広がり、現在世界には10億を超すウェ

ブサイトが存在する。しかしどんなにインターネットが普及しても、やはり必要なのは「人との繋がり」だ。人とのつながりは

「信頼」によって広がっていく。最近は美容室や不動産会社のＨＰ制作、格闘技の大会のパンフレット作成などで寝る間も無

いほどだ。「どんなに忙しくても、信頼は裏切れない」。表情には疲れよりも充実感が浮かんでいた。 

電話 090-7264-4297   ホームページアドレス http://miyabiholdings.com/ 

←自分でデザインした

自慢の会社ロゴ 

自社のホームページ→ パソコンが１台あればそこが仕事場になる 

  全く新しい分野に50歳から挑んだ女性がいる。それまでの飲食業、内装業をきっぱりや

め、ゆるまないネジの開発一本で会社を興した。ネジ山にスリット(溝)を入れることで、噛

み合わせの抵抗力を高め、簡単にはゆるまない構造にしたネジだ。ありそうでなかった技

術は、日本、米国、中国、韓国、欧州の特許取得につながり、この10年でエンドユーザー

は複数の大手企業に広がった。 

 「残りの人生を考えた時に、何かこの世に残せるものをやりたかった」。内装業をしてい

た時に扱った部材にネジがあった。看板をとめるのにゆるんだら危ない。もっと強固にす

るにはと、従業員の一人が溝を作る形を考案して図面を作った。金型に大きな変更を加え

なくても作れれば、ネジの価格も抑えられる。やってみたらできた。 
  そこからが、体当たり営業人生の始まりだ。何のつてもないから、「会社四季報」を買ってきて、大手から中小まで製造業の社

長に直接手紙を書いた。「女性社長とネジ販売」という意外な組み合わせも手伝ってか、顧客は１社１社と増え、今では竹中工

務店やブリヂストン、東日本旅客鉄道など日本を代表する企業がエンドユーザーに並ぶ。最近ではスカイツリーや路線バスなど

にも採用されている。 

 本社には１日10万個作れる機械が３台あるが、それ以上の量産は外注だ。新たに金型の開発をするために、12年には佐賀に

工場を作った。デザインも先のほうだけ一般の形で途中からスリットを入れるなど、顧客の細かなニーズに応える必要が出てき

たからだ。溝部さんは「私がいなくなってもこの技術だけは残る」と満足している。 

 

ティムズ販売     2001年設立 本社従業員７人、グループの佐賀工場7人 

ネジ山にスリット（溝）が入ることで 

ゆるみにくくなるネジ １日10万個作れる機械 

溝部社長 


